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　　　　　　　　図9　目射の照射角の効果
写真5実験装置（嶽）
ける測定値をすべて記入したものである．各点の添字はラウソド回数を示し，白丸は積もり
たての雪面，黒丸は融解後再凍結した雪面をそれぞれ意味する．
　全体の傾向は勇駒別の場合とほぼ一致するが，ザラメ状の雪面とふりたての雪面の値に大
きな相違はない．また，ラウソド回数の効果は全く認められない．
　図11は横軸に照度差，縦軸に”をとって，”の分布範囲を示す．上脚ヰラウンドと，
雪面状況を区別し，下段は午前の測定と午後の測定を区別して示した．上脚とついては，各
要因と全く関係なく，”が土10mmの範囲内に納まっている．下段については，午後の測
定値が午前の測定値よりも，やや上方に分布している．これは室内実験におけるザラメ化雪
面の結果と一致する．
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図10照度差と変曲点の照度滅少率の変化（嶽）
mmの雪面検出精度が得られ，この場合には，雪面上の雪片の種類や雪面の性質のほかは，
すべての要因が雪面検出誤差にはっきりした効果をもたなかった．このことは雪面上方の，
雪面付近における照度分布が，雪面の性質によって大きく影響されていて，その他の要因に
よる効果がマスクされてしまうためと考えられる．
　この雪面検出機構は，測光探針を積雪層内にそう入する必要があるために，完全に非破壌
的な雪面検出を行なうことはできない．しかし，雪面にあけられた直径4mm程度の穴は，
小量の降雪によってふさがれてしまうので，積雪期においては，探針のそう入孔が大きな測
定誤差を生ずることはない．また，融雪期においても，探針のそう入場所を，測定ごとにわ
ずかに移動することによって，そう入口の拡大による誤差をさけることができる．
　この雪面検出機構の機械的動作は，探針の上下動のみであるが，等速度で作動させること
を必要としない．また上述した実験では，いずれの場合にも装置の鉛直を目分量で定めた
が，探針の数度の傾斜は誤差にほとんど関係しないと考えられるので，探針を完全に鉛直に
上下させる必要もないことになる．それで，この雪面検出機構によって積雪の深さ計を構成
する場合には，機械的構造にあまり高い精度を必要とせず，安価な装置が実現できるであろ
う．
　この研究では，太陽光または人工光で照
明されている積雪層から上向きに散乱する
光の，雪面の上下にわたる照度分布によっ
て雪面を検出する方法について，その実用
性を，小型フォトトラソジスタによる細い
測光深針により，室内および野外において
実験的にしらべた．
　室内実験では土4mmの雪面検出精度を
得た．この場合には，雪面検出誤差の分布
に，雪面の性質および雪面の照射角が，か
なりの効果をもたらした．野外では土10
6．結　　　諭
この研究により，次の事柄が明らかになった．
1．測定装置が示した雪面付近における散乱光上向き成分の鉛直分布は，雪面付近に変曲
　点をもち，これによって雪面を検出することが可能である．
2．変曲点と雪面の位置の相違は，雪面の雪質によってもっとも大きく左右されるが，測
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定条件によらず，雪面を基準にして土10mmの範囲内に，変曲点が位置する．
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